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Q01a はやぶさ2搭載光学航法望遠カメラONC-Tで探る銀河中心方向の銀河拡散光
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銀河拡散光（diffuse Galactic light; DGL）とは、銀河系内の星の光が星間空間のダストによって散乱された光
である。これまでの DGLの観測は、星が密集する領域を避けて主に高銀緯の光学的に薄い領域を対象としてお
り、単一散乱モデルにほぼ一致する結果が得られていた。しかし、銀河中心付近のような低銀緯領域は星密度が
高く、DGL成分の抽出が困難であり、光学的に厚い領域でのDGLモデルは確立されていなかった。本研究では、
小惑星探査機はやぶさ 2に搭載された光学航法望遠カメラ (the Telescopic Optical Navigation Camera; ONC-T)
を用いて取得された、銀河中心付近の光学的に厚い領域の広視野画像データを解析した。DGL成分を抽出するた
め、星間ダストによる星光吸収が大きく星の密度が相対的に小さい領域を選定し、マスキング処理により星の寄
与を除去した。解析の結果、DGL強度が光学的深さの増加に伴って減少する傾向があることを発見した。これは
光学的に薄い領域での先行研究で見られた正の相関とは逆の傾向である。この観測結果を説明するため、平行平
板のダストスラブにおける放射輸送モデルと比較した。その結果、内部に放射源を持たず、背景からの星光のみ
が存在するダストスラブを仮定したモデルによって観測結果が説明できることが分かった。上記のモデルで仮定
したアルベドと散乱の異方性は、高銀緯領域での過去の観測結果と整合的であることが示唆される。


